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ゆずりは健康コラム ～インフルエンザウイルス～

寒さが本格的となり、今年も体調を崩しやすい季節となりました。
新型コロナウイルスの蔓延も記憶に新しいところですが、コロナが落ち着いてからは
またインフルエンザウイルスの流行が当たり前となってしまいました。
次のパンデミック（感染流行）はまた新しい型のインフルエンザウイルスであると
噂されていることもあり、改めて正しい感染防止の知識をみにつけて、備えましょう。

～インフルエンザウイルスの特徴～
【感染経路】 飛沫感染、接触感染
【国内流行時期】 毎年12月～3月頃※1月下旬から2月が流行のピーク
【潜伏期間】 通常1～3日間
【症状】 発熱（通常38℃以上）、頭痛、関節痛、筋肉痛、喉の痛み、

鼻汁、咳など
【感染力がある期間】発症直前から発症後7日間程度
※発症直前から発症後3日間程度が感染力が特に強い
【予防方法】 手洗い・うがい、アルコール清拭、予防接種、マスクの着用
【治療方法】 安静、薬物治療

特にうがい・手洗いやマスクの着用などの基本的な感染防止対策は、実施する人
が多ければ多いほど効果が高く出ることが知られています。
忘れがちですが、インフルエンザは基礎疾患を持っているかたやご高齢の方などに
とっては重篤な事態を起こしかねない疾患です。

基本的な対策をしっかりと実施していきましょう。
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